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06―11 【特集】 インフライノベーション

次世代を見据えた、さまざまな社会的基盤（インフラ）についての
革新的な技術や取り組みをご紹介します。

貯蔵・輸送しやすいアンモニアから
高純度の水素を製造する世界初の装置を開発

八百津町での社会実験を通じて
水素エネルギーを中心とした
次世代のインフラの構築を目指す。
岐阜大学次世代エネルギー研究センター センター長
岐阜大学大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻

神原 信志 教授

熊本地震での救助活動に関する調査分析に協力。
研究の経験をソフト面での防災インフラ整備に生かす。
岐阜大学流域圏科学研究センター

小山 真紀 准教授

12―15 岐大で生まれるもの。最先端研究の現場。

多彩な蛍光を発するユニークな有機化合物を発見。
出会いが拓く新物質科学。
岐阜大学工学部化学・生命工学科 

村井 利昭 教授

音で体積を測定する技術を開発。
サクサク感や口どけの制御が可能に！
岐阜大学応用生物科学部 応用生命科学課程 

西津 貴久 教授

16―17 ひらけ！ 授業の扉

「岐阜大学流域水環境リーダー育成プログラム」

途上国が抱える流域水
み ず

環境問題を解決するリーダーを育成する。

18―21 いまを駆ける! 岐大生FACE

Interview	 岐阜大学硬式野球部監督

		  関谷 竜成 さん

Interview	 岐大手話サークル しゅわっち 代表

		  藤澤 知優 さん

22 お知らせ

23 岐阜大学基金

巻末 入試情報
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神原 信志 教授

清掃活動「春のクリーン
キャンパス」を実施しました。
岐阜大学は、平成21年に『環
境ユニバーシティ』を宣言し、
環境に配慮した大学づくり
に継続して取り組んでおり、
環境対策活動の一環として、
年２回クリーンキャンパスを
行っています。当日は、役員を
はじめ教職員や学生798名の参加があり、キャンパス内
やキャンパス周辺を流れる新堀川の川沿いなどの清掃活
動を行いました。

岐阜大学では、平成22年度から岐阜大学基金による
事業の一環として、応援奨学生の制度を実施していま
す。これは、人物および学業成績において優れ、他の学
生の模範となる学生に奨学金を支給するものです。

平成29年度は各学部、各研究科より推薦を受け、24
名の応援奨学生が決定しました。

春のクリーンキャンパスを実施しました 応援奨学生決定通知書交付式を
実施しました 平成29年４月19日（水）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2017→Sep.2017Topics

4月に開催された「第９回学生金型グランプリ」において岐阜大学
の学生チームが「プレス金型部門」で優勝、「プラスチック金型部門」
で銀賞を獲得し、両部門併せて今年で４年連続の金賞を受賞しまし
た。また、7月にフランスのタルブで行われた「C'SPACE2017」にお
いて、「缶サット大会」に出場した工学部機械工学科のチームが優勝。
8月に台湾で行われた「アジアブリッジコンテスト2017」において工
学部社会基盤工学科のチームが「美観部門」で優勝しました。それぞ
れ、今回の成果について、学生チームおよび指導教員による森脇久隆
学長への報告会を行いました。

岐阜大学生チームが「第９回学生金型グランプリ」
「C'SPACE2017 缶サット大会」「アジアブリッジコン
テスト2017 美観部門」で優勝しました

平成29年4月12日（水）〜15日（土）・7月15日（土）～22日（土）・8月14日（月）～18日（金）

平成29年5月24日（水）

活力ある地域社会の形成や発展、
人材育成に寄与することを目的に
笠松町と4月17日（月）に連携に関
する協定を締結しました。また、公
益財団法人岐阜観光コンベンショ
ン協会と5月26日（金）に包括連携
協定を締結しました。この協定は、
地域における知的基盤の強化を図
り、国内外から多様な人材が集積・
交流する取り組みを行うため、相互
の連携・協力を目的としています。

平成29年度入学式を4月7日（金）に長良川国際会議
場で行い、学部学生1,328人、大学院学生611人が入学
しました。森脇久隆学長が告
辞を述べて激励し、教育学部
の田上千紘さん、地域科学研
究科の江慧君さんが宣誓を
行いました。

また、4月14日（金）には岐
阜大学講堂で、平成29年度
大学院連合農学研究科と大
学院連合獣医学研究科入学
式を行いました。

笠松町と連携に関する協定、岐阜観光コンベ
ンション協会と包括連携協定を締結しました

平成29年度入学式を行いました

平成29年4月17日（月）・5月26日（金）

平成29年4月7日（金）・14日（金）

「第９回学生金型グランプリ」学長への報告会の様子

「缶サット大会」学長への報告会の様子

「アジアブリッジコンテスト2017」学長への報告会の様子
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生命の鎖統合研究
センターは、学内の秀
でた研究者を学長の
リーダーシップのも
とトップダウンで融
合した生命科学の研
究拠点であり、糖鎖
などの生体分子の構
造と機能に関する基礎研究およびそれらを応用したオー
ダーメイド医療を目指す新拠点として、平成28年10月に
発足しました。開所式後の交流会では、研究者と来賓、参
加者との情報交換が活発に行われました。

岐阜大学大学院連合創薬
医療情報研究科は国立研究
開発法人国立長寿医療研究
センター、岐阜県保健環境研
究所および研究科と、教育研
究に係る連携・協力に関する２者間協定をそれぞれ締結
しました。今回の協定締結により、学生が広い視野を身
に付ける機会を得ることができ、学位取得後も近隣地域
を含めた多様な箇所で活躍できる力を養う一助になると
期待されます。

岐 阜 大 学 の とりくみ
Apr.2017→Sep.2017Topics

ブロック玩具「レゴ」を使って製作したロボットの能
力などを競う「FLL（ファ－ストレゴリーグ）」の世界大会
で、教育学部附属中学校２年の小野新知翔さんのチーム
が、AWARD"Honorable Mention"を受賞しました。小野
さんは、副校長への受賞報告で「今回の経験を活かして、
今後もさらに活躍していきたい」と抱負を語りました。

9月3日（日）に名古屋市の日本ガイ
シフォーラムで開催された「そろばん・
あんざん中部カップ2017」で、教育学
部附属小学校５年の不破花菜さんが
総合優勝しました。大会には中部9県
から、子どもから大人まで総勢500名
が参加。小学生が同大会で総合優勝す
るのは初めてです。

生命の鎖統合研究センター開所式を
開催しました

国立研究開発法人国立長寿医療研究セ
ンターおよび岐阜県保健環境研究所との
教育研究に係る連携・協力に関する協定
を締結しました

教育学部附属中学校2年
小野新

に ち か

知翔さんがレゴの世界大会で、
AWARD“Honorable Mention”を
受賞しました

教育学部附属小学校５年
不破花

は な

菜さんが「そろばん・あんざん
中部カップ2017」で総合優勝しました

平成29年度秋季岐阜大学大学院
連合農学研究科ならびに連合獣医学
研究科の学位記授与式を、9月22日

（金）に岐阜大学講堂にて行いました。
両研究科の博士課程および論文博士
の修了者を対象として、森脇久隆学
長から修了者一人ひとりに学位記を
授与しました。両研究科の修了者数は下記の通りです。

■ 連合農学研究科　　博士課程３名、論文博士２名
■ 連合獣医学研究科　博士課程４名、論文博士３名

平成29年度秋季岐阜大学大学院連合農学
研究科・連合獣医学研究科 学位記授与式
を挙行しました 平成29年9月22日（金）

平成29年5月19日（金）～21日（日）

平成29年9月3日（日）

岐阜大学と大学間学術
交流協定を締結している
タイ国教育省基礎教育委
員会事務局（OBEC）が、
タイのバンコクで「第1回
特別支援教育国際シンポ
ジウム：学校から職場へ」
を開催し、8カ国から約500名が参加しました。OBECか
ら岐阜大学へはシンポジウムへの参加だけでなく、運営
に関しても助言・指導の依頼があり、文部科学省、岐阜大
学が支援して第1回を開催する運びとなりました。

「第1回特別支援教育国際シンポジウム」
が開催されました

平成29年8月29日（火）・30日（水） 岐阜大学講堂にて、第
68回創立記念日行事を
開催しました。森脇久隆
学長からは、岐阜大学が
地域密着型の中核拠点に
なり、さらに特徴的な分
野で国際的拠点になるこ
とで社会の中で大きな役
割を果たしていく決意が
語られました。また、昨
年度に引き続き、同窓会連合会会長表彰と、その受賞者
による講演が行われました。

第68回創立記念日行事を開催しました
平成29年6月1日（木）平成29年6月2日（金）

平成29年9月6日（水） 工学部社会基盤工学科の髙木
朗義教授が「第19回国土技術開
発賞」において「創意開発技術賞」
を受賞しました。髙木教授が一般
社団法人Do It Yourselfの東喜朗
氏と共同開発したアプリ「減災教
室」は、これまで講座や訓練の機
会のみにとどまっていた防災活
動をより身近にし、多くの人に防
災・減災に関心を持ってもらうことができます。7月31日

（月）には、森脇久隆学長への報告会が行われました。

工学部 髙木朗義教授が国土技術開発賞 
創意開発技術賞を受賞しました

平成29年7月27日（木）

応用生物科学部4年 古澤長流さんが
「第8回てんしき杯学生落語王者決定戦」
王者に輝きました

「インフラミュージアム設置記念式典」
を開催しました

「第８回てんしき杯学
生落語王者決定戦」の決
勝トーナメントが8月20
日（日）に岐阜市のじゅう
ろくプラザで開催され、

「ながら家千兵衛」こと古
澤長流さん（応用生物科学部4年）が優勝しました。古澤
さんは、９月４日（月）に落語研究会OBである石田教授
とともに、学長室を訪問。「台本の構成力が評価されて嬉
しかった」と受賞の喜びを報告しました。

岐阜大学講堂にて「イ
ンフラミュージアム設置
記念式典」を開催しまし
た。この施設は、プレスト
レストコンクリート橋、鋼
橋、トンネル、盛土の建設
過程が学べる構造物モデルを構築し、ME養成講座、大学
院インフラマネジメントリーダー育成プログラムにおける
維持管理技術者の育成とともに、戦略的イノベーション創
造プログラムのインフラ維持管理・更新・マネジメント技
術で開発されている点検技術の検証に役立てるものです。

平成29年8月21日（月）

岐阜大学医学部本館大
会議室にて、「忠北大学医
学部（韓国）－岐阜大学医学
部学生交流プログラム10
周年記念式典」が執り行わ
れました。このプログラム
は、平成20年に、当時岐阜大学医学部の教授であった清
水名誉教授と忠北大学医学部のキム教授の縁で始まりま
した。以来、隔年で学生の受け入れおよび派遣を相互に
行っており、総交流人数は約250名になります。

「忠北大学医学部－岐阜大学医学部学
生交流プログラム10周年記念式典」
を開催しました

岐阜大学大学院教育学研究科教職実践開発専攻は独立
行政法人教職員支援機構と連携協力に関する協定を締結
しました。この協定は、両機関が相互に連携・協力し、教
員の研修に関する諸課題に的確に対応することを目的と
しています。これにより、双方が連携し、岐阜県における
教員養成の高度化に向けた研修開発等に取り組みます。

大学院教育学研究科が教職員支援機構と
連携協力に関する協定を締結しました

平成29年6月26日（月）

平成29年8月10日（木）平成29年8月20日（日）

4岐大のいぶき　No.34  2017  Autumn - Winter　｜5




